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本研究は、光の増強や負の屈折率などで注⽬されるメタマテ
リアルを⾳波領域に拡張し、⾳響メタマテリアル、光と⾳響を
融合した光⾳響メタマテリアル(phoxonic metamaterial)を開発
し、その物理現象の定量的理解を⽬指すものである。 

⾛査型⾳響顕微鏡、空気から⽔への⾳響透過メタマテリアル、
振動アイソレーション⽤メタピラーやメタプレート等の開発、
⾳響と光の両⽅に特性を持つ光⾳響メタマテリアルの実現など
の計画はいずれも独創的なテーマであり、実現した場合には、
⾳波や電磁波の制御を通して⾝近な⽣活環境への波及効果も期
待できる。 

 
  


